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苗畑病害編



苗畑病害
! 苗木の病気
苗木は色々な原因で病気になるが、畑におかれた苗木は次のような埸合に病気になりがちで

ある〇

(イ)•苗温・多湿の場•貪.•パ ：.' :.

(ロ)成立過苗等のため陽光の射入少なく通風イ、艮の那合

の苗木が衰弱した珥食又は大琪にしすぎて抵抗性を弱めた舟合

(刁苗木に傷のある埸合

(ボ中間寄主又は媒介生物のある狙合 ..

H連作の場合

(卜)既住の被害の防除が適切でない郊合

(书咐近に催病殖初がちる竭住・

(リ)耕地を苗畑くした珥’合

I[ 苗畑病害の分類

ィ)土じょう病答(推看立枯病・紫紋羽病•白汝羽清等)

(ロ)ワドン粉病(クリのワ!"ン扮病•キリのワドン・务病等)

(づ 媒 病(ツバキの媒病・ナラの媒病等)

㈠嗣枯病及枝枯病(クリの胴枯T・キリつ枝沽•宙等)

同莪 病(マッの錠病「クリの後病等)

C炭宜病(ワルシの洪逗病・キリの炭原病等)

(卜)斑点病(スギの赤枯病•ヒノキの葉估病)

(チ)天ぐす病(サクラの天ぐす病•キリの天ぐす病)

11I 主要苗畑病害
上述のように苗畑の病書は湖く分けるといろいろ匕げることができるが、これらのなかで、 

主要なものについて病徴.病源菌・防除庄の柵説をこころみれば次のとおりである。

(イ)稚苗立伸祎

まき村床で発芽間もない子苗が急激に・倒伏腐敗して均一に発芽した床面が団状にはげにな 

リ、終しいときには全滅したり、又幼函が地面に近い針葉から次第にかつ色になり、 ついに 

は估死するのをみかけるときがあるが、このような祓曹を一括して立枯病とい5 〇
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立沽角の病徴:により次の5段階に苏けられている。

(病徴)

1. 地中腐敗型
地中で曲子が発芽間もなく幼良が病源蘭に侵されて池上;こ現われる前・に致死腐敗するもの 

をいう。この彼害は地下で起るために腐妾ふる嘰会がないので考慮に人れない塩合が多いが、 

決して無視できないものである。

2. 倒伏型
地上に現われた幼苗の地やに近い部分•スは根部が侵され地際のくざがくびれて次第に細

・ くなり、遂には苗が地面に倒れ、やがて磨敗、消失する。被害堆は団伏に広がる弟台•が多い。 

3•・首腐型
発芽後幼苗が地ヒにあらわれる前曼に子葉父は幼茎の上部かゆされる用合と,地上に現わ 

れてから過湿で苗の上部が催病した時に現われる病徴である。

4.辰腐型
これは苗がかなり生長してから見られるもので、根が病菌に侵されて腐收するもので、直

らに枯死することは少ないが、生長が若しく不艮になったり,二ばっが統くと!・古死するもの’ 

が出てくる。

5•すそ腐型

苗が木化してから忍められるもので、くぎの地険部が区に侵され,いわゆる「巻き枯し状」 

になるカ、又は地面に辺い葉がやられる必合とがある。’'

これらの仮害部には、病潦南の曲糸がくもの巢吠：こからみついているのをしばしば見受eる 

こと另ある。この病微は土袴の附希に基因することが多い。

根腐型 すそ腐型

一 2 —

(病源菌)

本病は博定の温による特定の病出を指すのではなく、数多くの土じょうにせい息ずる病源菌 

：こよって起士れるものであって.病敬がほヾ同一なところから一括して立估病と呼んでいるほけ 

である。主な麻原「日を冶ってさると、

わが国の針葉樹陆苗ではフザリューム寓女びリゾクトニア風両亩の被害が大部分を一しめてい

A蒸：包頰 ピチュー厶属等

B子迎菌預 スクレロチニア属等

C担子菌頂 コルチシューム抵等

D不完全菌類 フザリュー厶换・リゾクトニア演•ボトリチス・属・シリンドロクラジュー

嫁等, , -

る〇

A大型分生胞子 B•小型分生胞子 .9 «厚膜胞子 D •萌糸 湾糸

一 菌糸発育温旺 最適温度 ? H (最適P H )
フザリーム菌・ 5 ヽ 36 ° C .28。。内外 3〜9 (6〜7)
リゾクトニア菌 7 〜85 °C 况〜25° C 3〜9 ( 5〜6)

(防除法)

(1)峨防除法
(イ)排水・诵風をよくし、過恨をさけ、日光の照射をよくすること。

(ロ)厚まさをせず条播をさけ、撤播をする。

(づ除草・間引を充分に行なうこと6 .



や 粘土質土じょうでは、砂・有’’矣質#混ぜ土じょう改艮をすること〇

(ポ 窒素質肥科の過用をさけ、焼磁加里肥料を充分あたえること。

H 遮断汪 液罟部の周囲に溝を堀って隔離する。

(卜)客土法 病土を廃莱して、心土又は山土沸の無病土に史新する方法。

物休閑又は關作を行をう。

(V)本菌はい作物に寄生することが多いから農耕地を苗畑,こする必合は洋意すろこと。

(2)直接防除法
⑶技害床Cら虹理

ぽ归苗は直ちに抜坂り殉Iし、跡地は木灰・石灭などを撒布し、地表をかくはんして、 

充分かぎませ、かつ発生床地;こは日道を施さない。たヾし木灰は病苗の拡大を押えるが 

駆除の効果はない。以上は薬剤の手持ちのない芯急措置であるが、 こうしておいて後述 

の薬剤｝:立布を実拖する〇

(ロ)薬剤防除去

主な薬剤を列挙すれば次のとおりc

。液剤:境酸鄭、ボルJ" *会刑：統:須・木錯夜•フォルマリン・クロー’レビクリン・有 

淺水銀削(ワスブルン)

〇帝制:硫黄•血館U一湫•碗酸亜為・丹!爰水纖剤(セレサン)等があげられる。

このなかで現ffiiu•も多く応用されているの;•t、育潑水建囲のウスブルンとセレサンで 

あるから本法を主体こして薬剤による防除法の跳要をのべる。

(1)ワスブルン(水汽製剤！号)
この薬剤はクロールフェニール水很を主成分・とした水銀含量払5 %の汾术で、医薬

用外倒物・水に容易に溶^し若色の液となる。7 "以上の所定鬲:の水で溶铭する。 

熱湯でとかしたり、.成く加熱することはいけない。

立牯病発生地に対し、本剤8〇〇借液(水18ぐに爵g )を］n?あ7・こリ3〜+ビジョ 

口もしくは噸艘で撤布すると病害の;甦阻止に相当の効果がらり、特に病源菌がり 

ゾクトニア扇の琳合は卓効を示す。

本剤は使用方法が的单で多少過量に与えても針葉樹稚苗に対する薬皆はほとんど認

められないC

(2)セレサン(塗抹用水成剤1号)

主成分はウスプルンと同様である。元来種子消毒剤として製造されたもので,これ 

h ,トノ,レサン・メロクロンタストなとの須口にかめゐ〇

一 4 一

土じょうに撷布することがもるが、大くは航千に您泳して鹿用する。地中立生沁:こ対 

しては相当の効果があることが明らかである。矩子1阿こ対して本剤沈〜；30 Yを張 

<沌子の表面に涸末してまき付する。前子重・弟こ対して5 %のセレサンを便用した埸 

台も薬西は全く澀められ・ていないC不削は人依に有害であるから設いこまなし、よう取 

扱うに当ってはこの点注怠を要する。

(3)その他
硫酸(In?当り20 c cを15〜ZOO倍の水にうすめ、まざ付壁王後の床がこジョ口 

で撒布するC薬(曲は安価であるが、金瀉を腐触し皮膚を侑け衣類を損するなどの

欠点がある)

木錯液(3-4.倍に稀釈しまき付段土後、床面にIm・当り5〜7¢均ーに撒布する。

過既に嫩すと発芽を遅延あるいは阻害する傾问があるから注段を顯する)

フォルマリン(市皈のフォルマリンを50〜!00囹こ5すめてlma 8«施す〇

まき付7〜14日前に地中に薬液を撤布し、むしろなど覆い、フォルマリンガス 

が土粒間によくしふるよう；こする。本法はガスとして発散するから土じようを 

変扇することなく効混卓抜であるが,薬が•髙価であるから大面積の実行は困建

冋スギの赤沽病•- .…■・一・-—— ■—--- :;
スギの赤枯病は林業上最も/要な被出の著しい病気であることH周知のとおりで、 ス 

ギの役苗には本病の勿除对策を考慮しなければまず成功の見込はなし、といっても過言-で 

はない。 ••・〜 ー
それ程赤估病は恐ろしい伝染病で・うるが、現在で(坳除対策を手落ちなく忠実に実施す

れば、ほヾ完金に防除でぎる段・階まで研究は進んでいる。

(病徴)

スギ苗の地上に近い枝葉の基部から始り、まず赤かつ色、 後に黒かつ色の斑点が認め 

られ(ルーベで拡大してみると下図のように病源甬の盹預によって特徴がらる)次で枝 

葉は乾燥枯死する。------------------- -------- ‘ 一 ・

而例地上近くの葉が侵され、下方の葉がi古死しても上方にはなお生葉があるのでが特 

徵であるが、遂に仝く&死する。拈死した苗木は硬化して手で握れば刺傷をうける。

(病源菌)

赤枯症沃をおこす窕カのあるように思われる菌の励貞はZ1隘領が知られ・ているが、 

このなかで多 < 見出されるのは、サーコスポラ・色・フォーマ菌・ベスタロチア菌の三陲 

のようである。このなかでも特にサーコスポラ宙は惨害をもたらす元凶で、 これにくら
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ベるとフォーア為もベスタロ千ア馅も病源性は弱くそれ程問題はない。

(•防除法)

(イ)内気にかゝった苗木を移人しないこと。

兒膏温度(喪適温囲)発育湿度
潜伏期

ルーべによってみられる 
病枣の特長胞子 is 糸 (不発育)

サーコスポラ菌
10 ～45 
■°G.C 15 
〜30 °C)

6〜33 °C
C Z〇〜Z5
°〇

9 Z〜100
C 87W
下)

ま週間内外 

(発病後?

～10日で 
新しく胞子 
をつくるク

暗縁色で毛はだったピロ ード伏 
の微小物が多效怨められ歹・。

.1 ••
• • f . w

• .1

ホーマ菌
(Z5〜28) 
30 °C以上 
不発育

— .— —

故細な円形の黒点が多敬形成さ 
れている。

• " ノ J '

ベスタロチ・ア諳

,宀.・ハ・
1---一ー一一ー“-.....  f 一-

— —

やゝダ円形で中央勤に縦に微細 
な委甘のある小点決物がみ・られ 
湿気の多いところに保存すると 
狄目から小角状に•黒点塊縁物力j 
出てくることがある。•: ■ - 1 • -

—6 一

赤ほ梅:こか、った苗木を苗畑に入れたが・威どんなに访な対饨を講じても、この病 

気を完全にな < すろには3正かゝるといわれている。よ く注意して罹病苗を入れないよ

うに注僕しなければならない。

(ロ)盅病苗の除去
病気にかゝった苗木は引抜いて直ちに完全に焼却する。部谷で越正した呻合も3月ま 

で,こは処’｝してし点わないと、新しい胞子が罹病・に肘成される。なお、苗畑の周囲の 

スギの生垣やヾ木を挺成することは莓源歯の養成¥しているよつなものだから叔除かね

ぱHらない。

(づ赤估病発生苗畑の連作は禁止する。 :
赤枯病菌は谊独で梭土じょう中で越冬生存でさないものと考えら"ているが、沏かい 

葉や茲不の葉のっいた、二し切れに病•恩前はひふんで、まき付床や床廿床に病気マおこ

『おそれがある〇

(二)肥料上からの注意
窒素質怛料の過用をさ；丁、i奔酸質肥料を充分施すこと。しかし完全な肥料設計をした 

としてもこれだけで、 赤估病に’ハゝらないようにすることは,］、可・能であるから、後述す

るような咦剤防除庆によらなければならなし、。

(ホ)ポルドー液を散布する〇

冬〜6斗武・メ ートル法による呼栋はG一 u式及・ 一・六・ボルドー液を5月上旬マ

10月中旬：•こい;丁 之週間おさに散布する。こヾし6月中句〜7月中旬及び9月上旬には

•回収を多くして入念に行なうこと。腌用批はまき付苗で1回Ini2当り160- 2 70CC
(］坪当り3〜5合)1回床替苗では］1ザ当り27〇〜370cc(1坪当り5〜7合が標準 

である。 散布方法は噴霧機で地面に噴漏口を上向きにしてふき上げるようにする。

雨期における蓑剤散布の：魅合は短俸間に大曲積散布ができるよつな機敬を使うことが望 

ましく、またボルドー液18«にワスブルンよ)gを加えて散布すると有効である。

(夜スギさし木苗の根頭癌履病

(亏徴)
これはスギのさし木苗の切口’や反と扇りと’ノ、あるいは、かきとった痕跡’昆虫の触痕

--.j關.;" .、 ・,
等の傷口が土中あるいは地孽等の土じょうにふれ6部分に癌睡す彻が照成される病気であ

る。
(病源谄) バクテリュー厶・ッメファン・ンス菌(Kくふだ弍れる慎冋があるが病源雨か

どうカ"土っきりしない。



(防除法)さし褪を造林水よuとることはさけ、務めて幼全 E-木より切りとるよつ

にするっ

(-)マッっこぶ病

(病 徴) マッの床替苗の幹・枝にこぶを形成する。

(病源馬) クロナルチューム・クエルクム閑

(防除防) 病源歯はナラ・クヌキ’・カンリなどを中【母存生とするから、 これらを除去

・ する。

苗畑では晩秋故び早春に、 石灰硫黄合剤,あるいは5斗式ボルドー液またはダイセン 

水和剤(水18 €に3 8寻)を玆回散布。

(がアカマツの葉さび病

(病 徴)4 • 5月编颗!:こ黄赤色小位・点を形成、後二これカ检起裂開して黄粉を飛 

散する。病針葉は灭色に变じ落葉し、 時に枯死することもある。

(病源菌) コレオスポリー厶•アステリューム畐

(,•’方除法)病澳潟はノラヤマギク等千ク須を中・間寄主とするから、これを除去、 石灰

破黄台剤・ボルドーを数回散布す6 〇

”カラマソ苗の灰色カビ病

(病 徴つ 葉が灰日色の鶏糸でおヽわれ、以化•腐敗・まき付苗はしはしば立估症米を

・ 呈する。

(病源菌)ボトリチス・ ・ン不レラ菌

(防除沃)風通し不艮•及苗が帝生し過ぎる埸合、 除草をおこたった頃合、苗床に被
■ •…・・ ； ,… .•： ..
害大であるから、 この点に沼苞する。ボルドー ・セレサンを散布する。

(卜)カラマツ苗のくもの巣病

(病 徴)地面に边；い針葉から姑れはじめ、しだいに上方に向って進展、 はけしい被

害を受けた苗は完全に枯死する。

(病源菌)コルチシューム•バクム困

(防除法) 窒素質肥料過多で徒歩した弟合,苗生の埸会被害が多い。ウスブルン1。° °
4 . • , *

倍、セレサン、あるいは翘水銀剤を效回散布。

(刃針葉樹稚苗のIこ夂苗」病

(病 徴)まき付苗の地燃部が提宿；こふくらんでこぷ抜を呈し、枯死するものも多数

ある。

(病源甬)フザリュー厶歯がよく使出されるが病因は複雑

8-

(防:余法)究明中

(リ)推苗の線虫"宵

(病 徴)推苗の根本がごくわずかくびれたように膨れたり腐ったりする。

(病源苗)線虫(ネマトーダ)

(防除去)この病オ.は漁虫が侵八した泌所からm抻滴練が侵八しやすいから、躱虫 

殺虫則｛クロールヒ•クリン・二通・化g•泰• つリ・不マゴン・ ・吴セメチル(気’太)｝ 

と立枯病殺:积沖卩うワスブルン等を・用いる〇なお墀肥を多用すると線虫補"科がいて 

効果のあることが知ら;1•ている。

は)ラギ苗の紫整g病
(病 徴)偎のお八される病気で、病気が進むと樹は祜死する。根にからまりついて 

いる。紫かつ色の曲糸とHU点附:！江の幹に滅成される、 ラシャ伏物の存在によって肉・眼 

でも容易に診新がつけられる.

(病源演)ヘリコバシジワ厶•モンパ

(防除法) 開窓地に発生しやすい、なおこの病気にひと迎お^されると防除が困雄であ 

るから、熊病土しように病源歯をもらこ千ないようにする。4 2七：)温湯にZ 〇〜3 0 
分褪してから植付;丁ると予防できる。彼出跡地の土じょう消毒に片.クマールビクリン 

消盘が狷・効である。 •

(’リ カラマツた估病(參考病V學)

(病 徴：) 当正妇申長した枝葉がおかされてi节れ下り、ついには盆栽状の苗木になる。 

北海道•史北地万で紫近、苗畑乂造林地に多発し、非宿な破乌を与えている。

(病源菌)フィザロスポラ・ラリ千イナ

(防除法) 本病は3 « !〇月密の調査菊果によると、長野県下では未尤見である。

しかし、本病はすでに,冨島県まで阐下している專実からして本県の苗畑及建林地にお 

いてh駁重に曾戒が必要である〇

もし本病を発見した骂合は、関添万面に思に連浴をとると同時に被害苗はすふやかに 

焼却し、附近の苗はボルドー液による消毒(4 一 4•式)を入念に行な5〇なおこの埸 

合は秋まで效回行な5必要がある。
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苗 如H 虫害

苗畑害虫の種類と識別

苗畑には多く皿«虫がせいそくしているケ、それらを頂别すれ'ば沃"成になる。

■)加’・菰式による応別

A 直破［,勺I (匕オこ值水を’X‘心して$アらたえる害虫)

A 旌務出虫(苗木を函?L・て祓ぷをあたえる者・)

a 捅性ぷ虫(苗木穴かみとり土奇してつふこむに曲した構造のロ据を有する害虫)

マ,レトビムン(幼・成虫)ケラ・バッタ・コヴロギ頂(幼・成虫)メイガ・ヤガ預

(幼虫)•ゴミム・ノハムシ頂・コガ不ムン預・コメツキ類,ソワムシ好I(幼虫-)’アリ

或(成虫)•カガンボm •タ不バエ頂(幼虫),等

b ■•‘攵収性が虫(苗イ9朔液を吸収摂伐すろと旗しrこ搆造、つ口器を・する"虫)

アブラムシが2 ：、り•成虫)•カイガラ厶シ預(幼•成虫)等

B >；!；.よ造成出虫(3代;こ虫(ゴール)を形成して被害をあたえる:1け虫、)

スギノタマバエ(幼虫)等

c 造.•潜行毎虫(池中:こ巣をつくるか又は他つ目的で地中を潜行して歩いて苗木を害す

る哥虫)

•アリ：n ・グラ・=ミムッ滇(成虫)等

b 間接者虫(直接苗木に度害をあたえないが、間接的な意味で苗木の西虫と考えられる昆虫)

互皆虫病原版伝播媒介若虫

アリ頃(アブラムシ賦の蟋殖を媒介する)アブラ么シ頰

(ワイルス病を媒斧する、紆葉樹では報吿はないと思う)

B 二次寄生虫(益虫に寄生してたおす二次寄生虫頂・)

c 吸血i生・虫(人応その他:こ寄生して吸血する曽虫)■-

力・アブ・ブユ頂(成虫)等

以上：)項別からもわかる痛り害贝の主休は阻娘害虫であり、“そのI也吸収性・造巣•潜行害虫

がある。これらの識別は次の俑りである。 •
支:犬・；,頌・ '：•,— ；：： •言ミニ・…i

(b)苗畑咨虫の識別 ^

識別のしかたはいろし、ろあるが、生態を加1えた次の表(俊策表という)によるのが便利であ

る。 •
1.葉上又は地表で葉又はくぎを食害する。 ..........匚…一・……:一一….’........................ 2

粼、会、ヽ・- •. 'j-11一



(51. 弛中で物を知害する。 ............................................ .......................... ；....................

2. 休は小型でづを有し«い。 .............................. ........... - • 3
2:內£比較的大型て翎を有する。 ........................ 5

3. 葉上;こくもの巣上:こ糸をはって吸収加害する,体は極めて小型で紅ーカつ色、4対の脚を・

する(幼虫は3対)  ■■- ・ 一 • ハダン熊

3:地・巽附近にあって被霄をあたえる。• • •• .................................................... '

4l地表附近を歩くか、地中に巣"くって底占をあたえる、 依は黒色又はかつ色

............................. ........................................................アリ J.-i'i
4:地表附近を飛んで歩いて惟苗を侠皆する。体は極め不小型で暗色。•■・マルトビムシ演 

5地表附近を歩いて稚苗を氏,’するか、倒して.占をあたえる。なは比較的偏平で黒色・•况
はかたい。 .…•ゴミムシ頂  

・池上をとんで歩いて食告する。依は太く戦かて"も膜伏、 後肢は太くなる。

........................................... ..................... •バッタ・コオロア項

6. 幼•成虫はほヾ同援で軟く./ ;1i膜質で短くパ阳膚0短広く掌状で腹部は大きい,地中］

穴をほって歩き稚苗を倒す ....................................... ........................... ケラ

し’ 幼虫はいわゆる〃ワジ虫〃伏で务る。 ............................  ヽ•….... 7
7. 佑:は暗色で長い筒犬をしている。 ......................................................... ........................8
7:依は明るい黄色又は乳白色で太く C字拭にまがっている。  L0
8. 体は堅く長い円筒吠である。根冷を環代に剝皮して住害する。 コミムノダマシ頂 

8:佐はやや軟かく、中央が太まハ 紡すい伏を呈する。  9
9. 頭が明瞭でせく、脚を有しない。尾端に肉質の突起を有している。 カガンボ類 

9：頭は明瞭：こ区別でき、脚を有する。依に不明瞭な縦の線がある。  ヤガ頰

10.-<に大型、胸部に明らかな3対の脚がある。腹部未端は大型である。 

 ....  コガネムシ類

1〇: 一般に小型,胸部の脚はみとめがたい,腹部未端は大きくない ・ゾウムレ類

n 主要害虫の経過-被害・防除の大要

以上の我で、ほぶ代表的害虫は、識別でぎると思うので、次:こそれらの害虫の経過・僕皆・ 

防除の要点をのべる。

1.スギノハダニ(ダ二目・ハダニ科)

経過 年效面から10回程咬の発生•主に卵で冬を越
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4"月負からかえって茂書幻’よじめる。目では卵は中〜5日,幼虫は1週間内外、成虫は1グ 

月泣生ぎている。経過は不規則なのでいつも成虫・卵・幼虫がんられる。

被’習 幼虫•成虫共に針葉の養液を吸収、し、くもの巣拭の糸をはっている。洛°が蕤しくなる 

と養が黄変する。
防除 サッビラン・アカール・ D N剤の散布を行なう。生長が早いので祓害伏熊をふて回数を

增す。I --

2. キボンマルトビムン(粘帶目•マルトビムシ科)

終過 生態は明かでないか•止效回の発生•砂地•火山灰地の乾爍地、又は昊天の際:こ多く発 

生する。よく飛ぶためジノミといわれる。

祯罟 各航の作物の椎苗を好んで食がする。筱Ufは’」、円代の黄斑となる。発芽直後から8月頃 

まで被苫がある。

防除U D T •リンデン乳剤の散布を行・ 5。稚苗であるから薬以に注意。泉天の時は嘎水を 

を行なうこと。験虫的剤の政布もよい。

3. ゴミム•ン類(粉強！目・オサム・シ砕)

卷過 ゴミムシ頌の移過は不明であるが、陽光を好まず、常に湿った塵や落葉の下に生活して 

いる。

オサムン科・は项常は幼・成虫ともに技肉I生で害虫を捕腐して衍隹である’パ、苗畑では、 

轉に搐彼床で％攵ワラの下を歩いて土を逢起させ、稚苗をたおすハ、幼苗のくきをかなきる 

心合もある。

防除 生格地をなくすよ、す,〜堆肥・落葉を堆横、しないこと。DDT •リンデン•乳剤の散

布。(顶)〇借屋旺)

もtガ頂(麟翅目•ヤガ科)

耗過 幼苗を当するヤガ題にカブラ-ヾガ・夕、マナヤ・ガ・・ンロモンヤガ・ヨトワガがある。

カブラヤガ点地万で正発生は與るが、信州では止Z回と推足される。

卵は葉裏.根廉.落葉父ば‘地’面に涯卵され、"卵期z週間、3令まで程間も偷害するが、その 

後は程は潜吠して夜間食苗 幼虫:!ヶ月位:、幼虫が德で越冬

疫再 農午物の大害虫で浪るが、苗畑でも各曲稚苗を根ポからかみ・ぎ9、伯には地中に引込ん 

で獲害する。

防除苗畑の除草の励行

春節誘殺 米糠 ・1：4•- 5修 . •

<ヒ酸鉛 0. 7曲"
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储弑砌皆) 〇, 3 陽
、水 • 3. 5 〇

ドリン剤 アルト•リオ国 500倍 In?当3〜4"
エンドリン乳剤 500倍 ク

5. んナ=ミム•ンダマシ (松tW】目・コミムンダマシ科)
を寸・リ照で’很し、か疋1世代と己いルう一力<で.;汝冬、出塊炯・町:"7 ～毛電 地中：こ曄卵： 

し、涌«は15月頃と推定される〇

2呉 砂地•K山阪等の膨軟な土じょ泌こ飛生す6〇

カラマツ等の床替前或いは床啓亘後つ苗の根笋/・環はに剝攻め4する。

方余 誘が婚の設’L ・飢デ尤性を有する。

D D T • B H C乳剤の敢布

知倾:‘虹 砂池では骅戒を姜する。

6. キリワジザガンボ(•双翅目・・ガンボヨ)

丕過 だZ*1の発生•第I回は成虫は少〜5月、第,回は9〜10月産卵は湿った腐噸］質の土

・じ:よ•/に腹部を入れて行な条・

卵”! ID日位:、帯1同の幼虫は8月頃第化し、第之冋の幼虫は越冬、 3月晚痛ヒする。

茂醇・腐!3質を好むが、播桢.•.姑子•幼芽•幼：こ・幼按等も禁苫、縁了形球表皮を喩ユし' 又 

は:"代に剝皮反好する匚と,は、ゴミムノダマノ打卩こ似ている。

防除湿潤な苗畑では排水を行なう。

ディエ•ルドリン・•ア・,レ・ドリン兇劇• mOf咅 Iirf当・り3〜功纟散布
D D T ・リンデン乳剤の散布もよい。

不热な堆肥を施用しないこと。

7. サヒ:ヒョワタンゾワ•(鞄・甘・・ゾ・ワムシ科)

庭過 発生は極めて不斉、•妃1四とZ正に］回の危生があるようである。

••成虫の出現は.5月頃。交尾後地中産卵？ 7〜8月頃捅化、8〜9月成虫となるp TJBは地上 

に出て,摂食し,交尾産卵、他は羽化したまま成虫で越冬。新成虫の産下した卵からフ化し 

た幼史はそのまま捜冬。羽化じたままの地中越冬の成虫け翌年5月・頃・地上に出て食晋する。 

ついで交尾産卵する。

被害 苗畑の各航苗木の細根又は太い根の表皮を嚙食する。コガ不厶シ項の被告.と区別は困難よ 

成虫の活動は夜間苗木の葉・新梢・芽を加雲する。

防除 アルト・リン桁削の混入•クローデン粉剤の散布(反当り5〜7陶程变)発芽後は乳剤、

-14 —

500倍を散布する。B H Cは効果が少ないので用いない万がよい。

8. ケラ(直瑾目•ケラ科)

赤過 正1回の発生•幼虫態で魁冬,翌春生〜5月頃成虫となる。成虫は地下の抗道内:こは卵 

室を設けて垩卵、卵室ぞ密閉するc卵期は小 日、フ化幼虫は效闩卵室に留ってから外弗に 

出て、各自独立の抗道で生活する。幼成虫とも地中生声を営み、据地を好んでせいそくし、 

各沌和1!呀・〇能を食r一る外、小小力初を捕食する〇

'•",穿 潜土您¥虫でちる.ヘろ苗木：つ葉の成出はないが、稚苗の畏を比济する外に地中を潜厅す 

ること,こよって、 幼苗の根を浮上らせ、倒伏 枯死させる苫が大さい。

,防除 已女彼："の発生する苗畑は、排水宝して乾燃をはかる。

•尸イルドリン水却剤・アルドリン水和を乾燥蜷子の多％粉衣して播隘する。

ヘフ"クロー‘’论剤,3〜虫Mの敬布 毒饵誘殺もあるが上紀の方稀がよい。

9. コガ不ムシ韻(靴・目•コガ不ムシ科)

コ"不」、七uの冲須は多い・:代表的な浊預の幼虫こよる謎別は次の而リである。

注h’ノ要点は技部未選下側の剛毛の侃列によるものである。次の図を汕引すれば肛岡が二分す 

る、忙月:,'：かでブ顼し、 次に剛毛が•存:在するか、しないか。存：任するとすれば兹が多いか、 

少な・いか偵いか短いかをみるっでちる。



Jf t>

*-a-y

スヂ=ガネ 
粉スヂコガネ

I'ワガネブイブイ b V 2 a

頭 部

ヒメコガ・不

1会L33〜L00砌 
2会1.97〜2.如湖 
13会 3.30 ～ 4.10

1会L89〜1.93他 
a 2ク 3.05 〜3.15 ［我

ゝ:3ク5.1n〜5.40z初
経過・前記8随瀆のなかで、苗灿で波占の多いのはナガナヤコガ不・ヒメコ 

▼誌

サクラコガネ
ツヤコガ不

t>> 、ム a

ガ不•ツヤコカ-不で

务って、ナガチコカ不は年一世代であり、ヒメコガネは関東地方では年一世代・北海道ではー

世代Z〜3企を要し、ツマコガ不も闯史以南で正一世代•北而J 7では3T正を要する〇

"州地万での研究成果はオオスヂコガ不を玲いてすくなく、,團僚でないが、北海.”に須似した 

もっと』隹定される。

走過の阴らがな関弱と北海道け:例で:！次の痈リである。

•
三
二
一
ニ
ニ
ー
ニ
ニ
ニ
二
三 

三
ラ
づ
ニ
ニ
。
つ/
二ml
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筱罟・ともに技害は幼虫による根部の1£’再で,ナガチャコガ不は各弥カラマツ•スギ・ヒノキ 

サワラ・ヒバ・モミ等の針葉囲幼苗の外、カバ・ヤチダモ・クヌギ等の広黛皆!の幼苗を恁害 

する。成虫は日中活動は行なわないで、夕刻の短時間出現するめ、撰逐せ二なわなし、。

ヒメコガ不•ツヤコザ不は膨軟な土じょうに多く、各隘幼苗の根部を食害するC成虫は大豆 

の外、各觥作砍.林木ではハンノ千・サクラ・クリ・クルミ・ポブラ・モモ・ブドワ等の 

集を濶状に不現則、快害する。

スヂコガ不は比較旳山;成地帯に発生い 苗畑では前記2極よりせいそく效はすくないが、 林 

木の被混は大きく、カラマツ•スギを主体に食害する。

苗畑防除の要点

或上、.(別・：§母の」坦点をのべ?切が、莎は苗畑瞥理の適切なる実施と、その苗畑にお行る'苫

虫のi,顔、匕態、生そく加兒生時Mを知ることであると思5〇 ,

苗畑の遞刃な育遡は、具;ケ的な点については担当谷应の卸好凹であって、我々の申し上げろ 

こと、:ないのであり、’ぷ虫の「:謨については、必要な範囲で甲し述べたっもりであり、•洋しく 

は仰手許の本を.(凋べていたヾけばわかると思う。

防除に,必使な薬削についても、人務に技出の多い有!幾燐剤を鹿川するまでもなく、人帝;こ咨 

がすくなく薬呂の怪滅した限秀な倡-儀盜素系殺虫剤(D D T • B H C •ドリン剤•ヘブタク" 

ールr)が出現しており、これら：つ薬剤の徃質・使用沃については充分闻水知の苦であジ、又 

多くの脾说・も出ているので、あえて申し上げることは!:!况・に近し、と思)。

［「哭これらの点力•ら苗畑の虫書は著しく減少しつつあることは、 祖当者各・’洶努力の賜も 

のと思う〇

従ってこれらの点につし、ては、省潞させていたヾいて、以下気のついた点をソー 3のべたい

と思う。 ^

(a)苗畑’占虫のせいそく效

苗刖の虫•“は他の要因も多くあるが、最大の夢内はせいそく效である。最初にのべた様に 

その苗畑の者虫のせいそく放(ここでせいそく数は效のみならず、隨頂・齢,その他を含め 

だ領味である)を知ることは重夢である。

従って施業するに当って、常;こそのせいそく效をおさえる様に心がけていた、きたいと思 

う。關竜には拖業前に耕耘を行なう埸台、地中にみられる害虫を捕殺するが、その埸合その 

N.i応や点を知ることによって生棲数:の大依け知ることが出来る筈である〇

吏：こそれ以外の場合に以、施業面m1000n2当り的】〇〜15h听平均して分散するように地,
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点を定あ、0.5 ~Im2を而下3〇〜5D cm趕庾堀ってその生陵•スを知るようにしていたヾきたく 

思う。

この吗合1が当り5頭以上であれば注意が必夢であり、10頭以上で•加れば液以が大きい 

と考えるべさでちろう。

㈣痞七】网の・如匿

ス上・つ打法方法でせいそく放の大冬を知:たら、次に也 哉ことは耕"耘トら床造9 (班榜の 

場合： 七感付け前’こ)に以定される滓學こ対して充分な口從が出’エである。

中すまでもないことであるか、」血M後に生じた液’出に対しモは充分な防除が困難であるから 

で;Zる〇

これは一般に発芽後の稚苗は龍害に奇して抵抗性か低く(がに淮苗の並部が木質化するま( 

は)苗畑の三ヴな;：以である潜土性号虫つ優『こ甘して上切から液削を:故布する•"舍、薬害を 

生ずる它喚住が大きい。

死に感汝の痘ぷこよっては生ほ射度が大であれば、上・いら故布しても相当多况でなければ必 

婆な深明に達せず、 土じょうの 膩"こよ てはw子う•’吳着、 -化作築で必罪渋旺になら十い以;I 
公が少なくないのである。

,■. •, - -■ . •「・,・、:：,.•「ら七じょ 5
中に混人すれば妙乂は奢しく長くなろ〇

"广・し・•、".’・上；." ■' "一：、 ・-"-•,.:、・ , ■

伊手段と考えていたくいて土いと"、う。現在では狀緡のすくない信殳翁索糸の份剤(DリT •
B H C ・ドリン剤•ヘプタクロ ール".U )の足入が良いでおろう〇

(c)彌璀の設置

芭畑〇！!iVlf! iし：まし(ioベ.’こ航リ、 主として? 土性の幼虫:こよ• >て行なわれるものでちるが 

この土じょう中の被告!«r除は必ずしも容易でない〇

しかし、これらあ潛虫は成虫の近卵によって梁龍するとすれば、産卵前の成虫の捕殺は必耍’ 

でるる。帽こ場光性のあるヤガ頌•コガ不ムシ应の生有・ほが多い埸台には効果的であると思うc

この誘哉蹈:’、族極的な防除という外に、 前述の生做:を知る補盼的な目皿こも使・る、通 

常飛来徴ば生!孝数に比例するものと考えられるからである。(但しこれは娴光！生のある眄類に! 

ついてであって、全部の而蔚に適用出来るものでないことは当然である)

芍mの潟台は電墮の利用が谷易なので、更に哭極しやすいであろう。萤光燈による,膏我燈が 

よいであろう〇
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・参专睿

松下具幸博士の°森林害虫〃井上元則博士の"・森・林害虫防除謫"上・中・下の1、藍野・伊藤 

博士・つ"京色図脱"内田登一排士の〃苗畑の害虫“臨野博士つ,苗畑の主・强・史貝と二つ防令天" 

(林業哭務・隼ハ保の渝)择の外に少し古いが土じょう昆虫全般に・わたってた、 江!'•’灣三"折村 

迎一一•土 U：：,.«"•エ ー"■ . . :1S 三・ ,•、て、 ••ニ〜 ' ；

まて.つbつは内外ともほとんどあけてある〇

コガ不厶シ浜:う般題の識別・生態については、

中島敏夫 林業害虫としてのコカ不厶シ・« •全国林亲^良晋发倒会・於和32正が図記や’写貞が

«これだけでい'r丄リると思う。こ.つ外、「 ・’：.：*" •・ハ ニH
"貝の本もしほしば涉考;こなるみし以外は上記松下•井上•内田・江崎・野村氏’辛の文抵から・知り 

履、しる筈である。薬削【こついては嵌めて多くの本があり、選択;こくるしむ位で"り、 か；近も 

骰沿消至3參が出ておリ、艮い参考:こなるが、基暁的なここを要甫よくまとめたものに、山本亮 

壮i* •南江堂 冶和3 9正があり,b H 〇についてはあらゆることをのせてある。

B H Cハンドブック B H C工業会•昭利•3 Z W •がある。突用的ぜ/で艮’と思われく、ものけ 

香月繁孝•菅原寃夫•飯塚慶久•强枭便覧•必山漁村文化版よ• “週：3 心• 

石井象二郎 新しい£嫌の：更い方 藻山漁何文化明奈•诏・■'•! ；3 3正
• ：・「い羊 や ,广’宀..；多いドリン剤やヘブタク

ロール；•こついては、 石倉秀次 ドリン剤 慎物防疫!/^*1'11•日本植物防疫窗会 也如3 5 
正がある。その外展薬を・了効に渋くよ布技術についこは、同岡f夜;こ、鈴和;漓・婴薬妇ゆ技 

術・が本邦唯一の手引書としてー,流の要があろつ 〇
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